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【注意事項】  

１ . この試験の解答時間は 60 分です。  

２ . 試験監督者の指示に従って、この問題用紙の表紙と解答用紙の指定欄に受験

番号と氏名を記入してください。  

３ . メモ等には、問題用紙の余白や裏面を利用してください。  

４ . 解答時間中に問題用紙の印刷不鮮明、落丁・乱丁、汚れ等に気づいた場合は、

手を高く挙げて試験監督者に知らせてください。  

５ . 問題を読む際、声を出したり音を立てたりしてはいけません。  

６ . この問題用紙は試験終了後に回収します。持ち帰ってはいけません。  

 

 

受験番号   氏名   

  



問題  

次の文章は、作家である阿川佐和子氏のエッセーである。この文章を読んで、あとの

２つの設問に答えなさい。なお答えは、解答用紙に記入のこと。 

 

相手の心を推し測る 

 以前、ホテルのサービスについてのトークショーで司会を務めたとき、山形県かみのや

ま温泉にある旅館の女将さんが、こんな話をして下さいました。 

明るく接客するということは、自分たちサービス業の人間にとって基本中の基本である。

しかし、お客様の中には、落ち込んでいたり、悲しみに沈んでいたり、心配事やイライラ

を抱えたりしながら、旅館を訪れる方も大勢おられるでしょう。そんな方をお迎えすると

き、ただひたすらに「明るく」していてよいものだろうか。 

実際、女将さん自身がとにかく明るくを心がけて、元気のいい声で、「おはようございま

す！」とご挨拶したところ、「そんなに明るい声で笑いかけられても、こっちは悲しくなる

ばかりだ。今、とても悲しい気持ちでいるものでね」と、いとも辛そうな顔を向けられて、

深く反省したことがあるそうです。それ以降、「お客様が今どういう気持ちでいらっしゃる

のか」を、子細に尋ねなくとも、様子を見て推し測ることができるようにならないと、本

当のサービスとは言えないのだと思い知ったそうです。 

 その話を聞きながら、「ああ、インタビューも同じだな」と私は思いました。 

 たとえば対談相手の作家が眼帯をしていらしたとする。その眼帯が煩わしくて、目に痛

みもあり、本当なら今日のアガワのインタビューは欠席したいと思ったが、頑張って家を

出てきたんだと、心の中で思っていらっしゃる人の前で、会うなり、 

 

「ああ、初めまして。このたびは直木賞受賞、おめでとうございまーす！」 

  

もちろん、その挨拶も大事ではあろうけれど、本人としてみれば、それより目が痛いし

眼帯が煩わしいことの問題のほうが頭を占拠しているはずです。あるいは、心の広いゲス

トなら、「私の目のことなんか、どうぞ気にせず、仕事の話をしましょう」と思っておられ

るかもしれません。しかし、もし相手が自分の友達だったなら、まず会って、眼帯をして

いる姿を見れば自然に出てくる台詞はまず、こちらでしょう。 

 

「どうしたの、その目？」 

 

 これが人間のコミュニケーションの自然の流れというものです。そして問われた側は、

「よくぞ聞いてくれました。実はね……」と言葉が即座に続くでしょう。ところがいざ、

仕事のインタビュー、あるいは堅苦しい場面においては、こうした当然のやりとりが、と

かく敬遠されるケースがあります。会う目的がきっちり決まっていると、脱線することを

恐れ、普通の会話ができなくなってしまうのです。 

でも、どんなに真面目な話をするつもりでも、人間同士、とりあえず相手の気持ちを思

いやる余地は残しておきたい。本題に入る前に、まずその眼帯の苦しみを聞き手が理解し

ていることを示す。 

そういう気持ちを伝え、様子を測りつつ、こちらの聞きたいことをぶつけていかなけれ

ば、相手は聞き手に心を開きにくいだろうと思います。 

阿川佐和子：聞く力  心をひらく 35 のヒント．文春新書，p.72-75）  

※著作権により公表できません。  



設問１  

この文章に記述されている内容を要約しなさい。（300 字程度） 

 

 

 

設問２  

この文章を読んで、筆者が考える「コミュニケーションの自然な流れ」について、あ

なたの考えを、具体例を挙げながら書きなさい。（300 字程度） 

 

 


